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	（別紙）MAIプロジェクト活動報告
	【別紙】　　伊予鉄総合企画 × 松山大学の産学連携プロジェクト
	「MAIプロジェクト」活動報告
	1. プロジェクトの立ち上げと名称やテーマの決定 (2025年4月〜6月上旬)
	2. 現地調査と企業連携の強化 (6月中旬〜7月上旬)
	3. 動画制作に向けた準備と技術習得 (7月中旬〜9月)
	4. 動画制作の開始 (9月下旬〜11月)
	5. 今後の展開（予定）



